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1 背景
日本語の各敬語表現は, 特定の対象に敬意を表す
役割を持つ. 敬語についての研究は数多く存在す
る.Harada[7]は敬語を一致現象 (agreement)として捉
えるが,この方法は問題が指摘されている（戸次ら [1]
参照）. その問題を解決するもう一つの立場として,
慣習的含み (conventional implicature) による定式化
が考えられる (Potts and Kawahara[10], 戸次ら [1],
McCready et al.[8]).
Potts and Kawahara[10] は expressive type ϵ を用
いて expressive content のための規則を示し, 敬意の
度合いを Expressionとして [-1,1]で表した.しかしか
き混ぜ文に対応していないなどの問題がある. 戸次
[1]は高階動的論理により敬語を含む待遇表現の意味表
示を与えているが,「お」「ご」などの接頭語や「にな
る」「する」などの活用語尾の分解までは示していない.

McCready et al.[8]はPotts and Kawahara[10]の問題
をいくつか解決し,尊敬語 (subject honorification)と
謙譲語 (object honorification)の両方について分析を
与えた.しかしこれも量化表現などについての分析は
与えられていない. またMcCready[9]は日本語に限ら
ず多くの言語についての敬語の使用条件の一般化を与
えるが,話者と聞き手との間の関係のみ扱われており,
具体的な分析には至っていない..
このように,敬語の使用に関して完全な分析は与え
られていない. よって本研究では,これらの問題を踏ま
え,日本語の敬語表現のための網羅的な仕組みを提案
する. 本研究では文法記述の枠組みとして組み合わせ
範疇文法 (Combinatory Categorial Grammar, CCG)
(Steedman[11], 戸次 [2]) を用いる. また意味表示の
枠組みとして,自然言語の証明論的意味論の一つであ
る依存型意味論 (Dependent Type Semantics, DTS)

(Bekki[5], Bekki and McCready[6])を用いる.

2 敬語表現の種類
動詞と接続する主な敬語表現とその例として,以下
が挙げられる（文化審議会 [3],菊池 [4]参照）.

(1) 尊敬語 （上位：ガ格名詞句,下位：話者）
–れる, お/ご – になる
お/ご – なさる, – なさる
お/ご – だ, お/ご – でいらっしゃる
お/ご – くださる, – てくださる　など

(2) 謙譲語（上位：ニ・ヲ格名詞句,下位：ガ格名
詞句,話者）
お/ご – する, お/ご – いたす　など

(3) 丁重語 （上位：聞き手,下位：話者,ガ格名詞
句）
お/ご – いたす,いたす,

まいる,申す,存じる,おる,ござる　など

(4) 丁寧語 （上位：聞き手,下位：話者）
です, ます　など

以下に「お/ご –なさる」「お/ご –する」の例を示す.

(5) 先生が 鈴木を お待ちなさる

(6) 鈴木が 先生を お待ちする

尊敬語を含む (5)ではガ格である「先生」に敬意が示
され,話者を下位に置く.謙譲語を含む (6)はヲ格であ
る「先生」に敬意が示され,ガ格である「鈴木」と話
者を下位に置く.

(7) 今日は良い天気です

(7)のように,丁寧語では話者の聞き手へのへりくだ
りのみが示される.

3 CCG

CCGは語彙化文法であり,組み合わせ規則と語彙項
目からなる.

>
α/β : f β : a

α : fa
<
β : a α\β : f

α : fa

また $ 記法と呼ばれる略記法を用いる. X/$ は
X,X/Y,X/Y/Z,..., X\$は X\Y,X\Y \Z,... と いっ
た統語範疇を一般化して表したものである. CCGの
仕組みにより,動詞の語彙項目の中から敬意の対象を
適切に特定することが可能となる.

4 DTS

DTS は自然言語の証明論的意味論の一つである.
Bekki and McCready[6]は,DTSで意味論的前提や慣
習的含みを表すことのできる仕組みを提案する.本研
究では,これにより敬語表現が示す内容を慣習的含み
として計算することができると考える.

5 分析

5.1 接頭語「お」「ご」

接頭語「お」「ご」は敬語の複数の分類にまたがって
使用されるが,どちらが接続されるのかは単語に依存
する.

(8) a. お待ちする
b.*ご待ちする

これを示すために,「お」と接続する単語の語彙項目
に+O の素性を,「ご」ならば+GO の素性を与える.
また,「お+和語連用形」「ご＋漢語動詞語幹」などを表
すための Sの活用形素性値として hon を定義する.こ
れにより敬語表現を適切に分類することができる 12.

>

お

Shon\$/(S cont
+O

\$)

: id

待ち

S cont
+O

\NPga\NPo

: λy.λx.λc.M(x, y)

Shon\NPga\NPo

: λy.λx.λc.M(x, y)

1cont は連用形を表す.
2M(x,y) は matu(x,y) の略である.



>

先生が

T /(T \NPga)

: λp.p(sensei)

>

鈴木を

T /(T \NPo)

: λp.p(suzuki)

<B2

お待ち

Shon\NPga\NPo

: λy.λx.λc.Matu(x, y)

なさる

S v :: S
term|attr

\Shon

: λp.λy.λx.λc.

[
pyxc

CI(@1 : honor(sp, x))

]
S v :: S
term|attr

\NPga\NPo

: λy.λx.λc.

[
Matu(x, y)

CI(@1 : honor(sp, x)

]
S v :: S
term|attr

\NPga

: λx.λc.

[
Matu(x, suzuki)

CI(@1 : honor(sp, x)

]
S v :: S
term|attr

: λc.

[
Matu(sensei, suzuki)

CI(@1 : honor(sp, sensei))

]
>

鈴木が

T /(T \NPga)

: λp.p(suzuki)

>

先生を

T /(T \NPo)

: λp.p(sensei)

<B2

お待ち

Shon\NPga\NPo

: λy.λx.λc.M(x, y)

する

S v :: S
term|attr

\Shon

: λy.λx.λc.

M(x, y)

CI(@1 :

[
honor(sp, y)

honor(x, y)

]
)


S v :: S
term|attr

\NPga\NPo

: λy.λx.λc.

M(x, y)

CI(@1 :

[
honor(sp, y)

honor(x, y)

]
)


S v :: S
term|attr

\NPga

: λx.λc.

M(x, sensei)

CI(@1 :

[
honor(sp, sensei)

honor(x, sensei)

]
)


S v :: S
term|attr

: λc.

M(susuki, sensei)

CI(@1 :

[
honor(sp, sensei)

honor(suzuki, sensei)

]
)



図 1: 「鈴木が先生をお待ちなさる」「鈴木が先生をお待ちする」の導出

5.2 尊敬語・謙譲語

図 1は (5),(6)の導出である. DTSの仕組みにより,

尊敬語では話者がガ格の表す人物に敬意を示している
ことが honor(sp, x)として表される.ここで spは話者
を表す.一方で謙譲語では,ヲ格の表す人物と話者が,ガ
格の表す人物に敬意を示していることが honor(sp,y)
と honor(x,y)により表される. このように,尊敬語と
謙譲語の敬意の対象の差を適切に示すことができる.

以下のように,否定文であっても敬意は否定されない.

(9) 先生が 鈴木を お待ちなさらない

ここで DTS と@の仕組みにより, 否定は CI(@1 :
honor(sp, sensei))の型チェックに影響を与えない
ため,適切に表される (Bekki and McCready[6]).

5.3 丁寧語

丁寧語「です」は,辞書項目を以下のようにすること
により敬意の対象を示すことができる.ただし hrrは
聞き手を表す.

(10) です ⊢
S

1
term
+p

\S
n :: da :: 1
stem

: λp.λc.

[
pxc

CI(@1 : honor(sp, hrr))

]

6 まとめと今後の課題
CCGとDTSを用いて,尊敬語・謙譲語・丁重語・丁
寧語を含む日本語の敬語表現の統語論・意味論につい
ての手法を示した.今後の課題として,「私」,「俺」,
「貴方」,「君」といった人称代名詞や,「お菓子」のよ
うな美化語,各表現の間の敬意の度合いの差,「お待ち
なさい」などの命令形などについての,より踏み込ん
だ分析が必要であると考えられる.
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